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2019年度◆SGH海外研修◆

　今年度は２年生６名、１年生２名の計８名が参加しました。
事前研修では日高地方からバンクーバーに渡った移民の歴史や
｢移民大国｣カナダについて理解を深めた他、自主研修として行
う街頭インタビューの項目について、小班に分かれて計画と準
備を進めてきました。
　現地では和歌山県人会の方々から、移民時の苦労や異国の地
で生き抜いてきた過程を力強いメッセージとともに聞かせてい
ただきました。また、場所設定から始まってすべて自分たち高
校生だけで行う英語インタビューでは、英語実践はもちろん、
カナダの人々の温かさを実感する素晴らしい機会となりました。

カナダ研修 その 1
2019 年 10 月 27 日 ～ 11 月 1日

テーマ「移民」

　JICAでの講義が非常に印象的でした。災害が発生すると、日本では次の災害に備えようと
取り組んだり、前回より被害を減らしていこうと意識が高まったりしますが、インドネシア
では「人間の力ではどうすることもできないので仕方がない」と考えるようです。インドネ
シアでは防災対策よりも国の発展を優先するということを知り、その意識に問題があると私
は感じました。インドネシアのような中進国では少しでも防災意識を向上させていく必要が
あり、そのことを防災対策が進んでいる日本の私たちが伝えていくべきだと考えます。
　また、私はこのJICA・ERIA研修で、目標であった「質問をする」を達成することができ
ました。今までの自分にはなかった積極性を引き出すことができ、インドネシアの防災、
JICAの取組、ERIAの取組について、より関心・意欲を持つ結果となりました。今後の課題
にも積極的に取り組める自信を持てるようになりました。
　私が設定する現在の課題は、インドネシアのような、国の発展を望む国に対して、防災の
意識を高めていく方法を考え、提案することです。私の想像以上にインドネシアでは災害が
多く、人々にとって日常茶飯事と化しているために、災害で被害が発生する状況が当たり前
になっているのだと感じました。「被害が起こる」を当たり前だと考えさせないように、自
分に何ができるかを見つめ、実践していきたいです。インドネシアの歴史・文化を学んだこ
とで、視野をより広げることができました。これからの日本で必要になると言われる異文化
理解を、今後、より深めていきたいと思います。

　県人会の方には「日本では移民に対してあまり関心がない人が多いが、もっと人々に関心を
向けてもらうにはどうすれば良いと思うか。」と質問した。私自身は、総学の授業がきっかけ
で移民について知ることになったこともあり、もっと実際にふれあえる機会を増やしていく、
という答えが返ってくるのではないかと予想していた。
　しかし、返ってきた答えは「自然と関心が向いてくることになる」というものだった。その
理由は、今後、少子化問題の影響や仕事に就かない若者が増えること等が原因で、労働者不足
が加速していく。それに伴い外国人労働者を雇わなければならなくなり、よって、移民も増え
る結果になるから、ということであった。私は、自然と関心が向く、という状態は考えてもみ
なかった答えだったので、とても驚いた。やはり、実際に経験している方だからこそ感じてい
ることがある。新たな視点に気づくことができて良かったと思った。
　また、体験談を聞く中で他にも学ぶことが多くあった。高校生である今、時間があるうちに、
自分が得意とする何かを見つけてそれを磨き、お話をしてくださった平野さんのように技術を
持っておくと、将来、役に立つときがくるのだと思った。だから、少しでも自分が興味のある
ことに目を向けて、可能性を広げ、選択肢を増やしておくことが大事だと学ぶことができた。

２年５組　本間　愛子

主な研修内容
10/27　出国

10/27  市内研修（移民の都市）

10/28　ﾘｯﾁﾓﾝﾄﾞｾｶﾝﾀﾞﾘｰｽｸｰﾙ

10/29　移民学修

　　　 ・県人会訪問（移民の現在）　・史跡訪問（移民の歴史）

10/30　自主研修（インタビュー調査）

10/31  出国（11/1　帰国）

　　


